
修学旅行中具合の悪い生徒・児童が出た場合の対応フロー 

（宿泊施設で具合の悪い生徒・児童が出た場合を想定） 
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(注) 1. PCR検査を受けた場合、又、抗原検査を受けて陽性が判明した場合は、通常の児童・先生が使用する通

路とは別ルートで隔離部屋に戻り保護者の到着をお待ち頂きます。 

2. その際、感染防止の為、宿泊施設の指示に従って頂きます。 

その後の対応（患児の入院先、接触者の扱い）等に

ついては、まず所轄保健所（栃木県）に相談する 

希望により各館にて抗原検査を実施 

・陽性の場合は念の為に隔離 

・県西健康福祉センターに連絡指示を受ける 
   ※あくまでも感染防止のための暫定措置です。 

栃木県内滞在中に具合の悪い

生徒・児童が出た場合 

保護者へ連絡 

医療機関へ電話（症状を説明し受診してよい

かを確認する） 
※どこかの時点で保護者と合流 

栃木県で受診する場合 

医療機関を受診、医師による診察 

新型コロナの検査が必要 

保護者が来るまで隔離⇒帰宅 

保護者が迎えに来て帰宅する場合 

新型コロナの検査は不要 

通常の診察 

保護者が来るまで隔離⇒帰宅 PCR検査 

翌日又は翌々日の

午後結果が判明 

抗原検査 

３０分程度で結果が判明 

 

保護者と帰宅後、 

自宅で待機し医療機

関からの連絡を待つ 

陰性 

保護者と帰宅 

陽性 

濃厚接触者が

いる 

濃厚接触者が

いない 

例：旅行を中断

し帰校 

例：旅行を中断

し帰校 

例：旅行を続行 

対応については、管轄保健所等の意見を 

踏まえた上で、学校判断となります 


